
　

平成30年度 天竜川水系 ツベタ沢砂防堰堤工事 

 今月から工事を開始する、『平成30年度 天竜川 

水系ツベタ沢砂防堰堤工事』のご紹介をさせていた 

だきます。 

 今回の工事では、土石流を捕捉する主堰堤を完成 

し、ツベタ沢の河床を安定させる副堰堤を半分 

（左岸側）施工します。ツベタ沢砂防堰堤を早期に 

完成させることで、地元地域および主要道路である 

国道152号線の安全を確保します。 

 私達が工事を担当します。 

 工事を施工するにあたりましては、安全第一

で、作業を行います。 

 地域の皆様には、工事中は、何かとご迷惑を

お掛けすることもあるかと思いますが、ご理解

とご協力をよろしくお願い致します。 

ツベタ沢で発生した土石流を教訓に！ 

 夏でも沢を流れる水はとても冷たい（ツメタ）と言われているツベタ沢。普段は綺麗で

冷たい水を供給する穏やかな渓流です。そんなツベタ沢に土石流が発生したのは平成22年

7月でした。 

 活発化した梅雨前線の影響で、飯田地域では15日朝まで激しい大雨となりました。そし

て14日夕方、ツベタ沢で土石流が発生しました。土石流の発生で民家、集会所には土砂が

流入し、国道152号は土砂が堆積し通行止めになりました。流出した土砂は3,400ｍ3と推

測されます。 

 この土石流では、国道152号線が寸断されたことにより、地域は孤立状態に陥りました。

幸いにも、命に係る被害は発生しませんでしたが、避難がわずかでも遅れていれば大変な

災害となっていたと思われます。 

 また、国道の脇には、中郷蛇岩と言われる慶応４年７月の豪雨の時に上流部より、土石

流により運ばれてきた巨石が鎮座しています。長さ約７ｍ、幅約９ｍ、高さ約１０ｍあり、

重さは、約１，３００ｔもあります。周辺には、このように土石流で流れてきた巨石がい

くつも、みられます。この時の、土石流の規模は、流失した巨石の大きさをみても、かな

り大規模な土石流が発生したことが、予想されます。 

 『天災は忘れた頃にやってくる』寺田寅彦氏の言葉（※1）です。安心して暮らすこと

のできる国土づくりの重要かつ必要性に責任を感じています。 

    『ツベタ沢で発生した土石流災害を教訓に！』 

 地域、インフラの安全確保を念頭に工事を行っていきます。         ※1 諸説あり 
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